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当該事業場において現に行っている事業に関する事項

（日本産業規格　Ａ列４番）

（第１面）

③ 従 業 員 数    27人　(内維持管理業者人数15名)

産業廃棄物処理計画書

岩手県釜石市只越町3丁目9番13号

釜石市　釜石市長　小野　共　

0193-22-2111

　廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条第９項の規定に基づき、産業廃棄物の減量その他そ
の処理に関する計画を作成したので、提出します。

   大平下水処理場

   岩手県釜石市大平町4丁目2番20号

   令和8年4月1日　～　令和9年3月31日

① 事 業 の 種 類    下水道終末処理施設　〔3931〕

② 事 業 の 規 模    別添計画書参照

事 業 場 の 名 称

事 業 場 の 所 在 地

計 画 期 間

令和

④ 産 業 廃 棄 物 の
一連の処理の工程

   別紙１参照



産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項

（管理体制図）

産業廃棄物の排出の抑制に関する事項

【前年度（　 7 年度）実績】

ｔ ｔ

（これまでに実施した取組）

【目標】

ｔ ｔ

（今後実施する予定の取組）

産業廃棄物の分別に関する事項

－

排 出 量_ 1,270.00 30.00

－

①現状

（分別している産業廃棄物の種類及び分別に関する取組）

工程毎に発生したものをそれぞれ専用の施設に保管している。
尚、し渣、沈砂については臭気対策のためにポリ袋に小分けにしてい
る。

②計画

(今後分別する予定の産業廃棄物の種類及び分別に関する取組)

令和

（第２面）

   別紙１参照

①現状

産業廃棄物の種類_ 汚泥（脱水汚泥） 汚泥（し渣・沈砂）

排 出 量_ 1,325.56 24.09

良好な水質管理の維持や脱水汚泥の低含水率の実現により廃棄物発生量
の抑制

②計画

産業廃棄物の種類_ 汚泥（脱水汚泥） 汚泥（し渣・沈砂）



自ら行う産業廃棄物の再生利用に関する事項

【前年度（　 7 年度）実績】

ｔ ｔ

（これまでに実施した取組）

【目標】

ｔ ｔ

（今後実施する予定の取組）

自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項

【前年度（　 7 年度）実績】

ｔ ｔ

ｔ ｔ

（これまでに実施した取組）

【目標】

ｔ ｔ

ｔ ｔ

（今後実施する予定の取組）

②計画

産業廃棄物の種類_ 汚泥（脱水汚泥） 汚泥（し渣・沈砂）

自ら再生利用を行う
産 業 廃 棄 物 の 量

0.00

－

②計画

産業廃棄物の種類_ 汚泥（脱水汚泥） 汚泥（し渣・沈砂）

自 ら 熱 回 収 を 行 う
産 業 廃 棄 物 の 量

0.00 0.00

自ら中間処理により減量する
産 業 廃 棄 物 の 量 12,100.00

①現状

産業廃棄物の種類_ 汚泥（脱水汚泥）

自ら熱回収を行った
産 業 廃 棄 物 の 量

0.00 0.00

自ら中間処理により減量した
産 業 廃 棄 物 の 量 13,009.84 0.00

－

汚泥（し渣・沈砂）

（第３面）

①現状

産業廃棄物の種類_ 汚泥（脱水汚泥） 汚泥（し渣・沈砂）

自ら再生利用を行った
産 業 廃 棄 物 の 量

0.00 0.00

自ら再生利用は行っていない。

令和

令和

0.00 0.00

自ら再生利用は行っていない。



自ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項

【前年度（　 7 年度）実績】

ｔ ｔ

（これまでに実施した取組）

【目標】

ｔ ｔ

（今後実施する予定の取組）

産業廃棄物の処理の委託に関する事項

【前年度（　 7 年度）実績】

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

（これまでに実施した取組）

①現状

産業廃棄物の種類_ 汚泥（脱水汚泥） 汚泥（し渣・沈砂）

全 処 理 委 託 量_ 1,325.56 24.09

優良認定処理業者への
処 理 委 託 量 0.00 24.09

再生利用業者への
処 理 委 託 量

1,325.56 24.09

認定熱回収業者への
処 理 委 託 量

0.00 0.00

－

②計画

認定熱回収業者以外の
熱回収を行う業者への
処 理 委 託 量

0.00 0.00

別紙１参照

産 業 廃 棄 物 の 種 類 汚泥（脱水汚泥） 汚泥（し渣・沈砂）

自 ら 埋 立 処 分 又 は
海洋投入処分を行う
産 業 廃 棄 物 の 量

0.00 0.00

－

（第４面）

①現状

産業廃棄物の種類_ 汚泥（脱水汚泥） 汚泥（し渣・沈砂）

自 ら 埋 立 処 分 又 は
海洋投入処分を行った
産 業 廃 棄 物 の 量

0.00 0.00

令和

令和



【目標】

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

（今後実施する予定の取組）

0.00

別紙１参照

※事務処理欄

30.00

認定熱回収業者への
処 理 委 託 量

0.00 0.00

認定熱回収業者以外の
熱回収を行う業者への
処 理 委 託 量

0.00

（第５面）

②計画

産業廃棄物の種類_ 汚泥（脱水汚泥） 汚泥（し渣・沈砂）

全 処 理 委 託 量_ 1,270.00 30.00

優良認定処理業者への
処 理 委 託 量 0.00 30.00

再生利用業者への
処 理 委 託 量

1,270.00



（第６面）
備考
　１　前年度の産業廃棄物の発生量が1,000トン以上の事業場ごとに１枚作成すること。
　
　２　当該年度の６月30日までに提出すること。
　
　３　「当該事業場において現に行っている事業に関する事項」の欄は、以下に従って記入するこ
     と。

　　(1)①欄には、日本標準産業分類の区分を記入すること。
　　(2)②欄には、製造業の場合における製造品出荷額（前年度実績）、建設業の場合における元請
　　　完成工事高（前年度実績）、医療機関の場合における病床数（前年度末時点）等の業種に応
じ
　　　事業規模が分かるような前年度の実績を記入すること。
　　(3)④欄には、当該事業場において生ずる産業廃棄物についての発生から最終処分が終了するま
　　　での一連の処理の工程（当該処理を委託する場合は、委託の内容を含む。）を記入するこ
と。
　
　４　「自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項」の欄には、産業廃棄物の種類ごとに、自ら
中
　　間処理を行うに際して熱回収を行った場合における熱回収を行った産業廃棄物の量と、自ら中
間
　　処理を行うことによって減量した量について、前年度の実績、目標及び取組を記入すること。
　
　５　「産業廃棄物の処理の委託に関する事項」の欄には、産業廃棄物の種類ごとに、全処理委託
量
　　を記入するほか、その内数として、優良認定処理業者（廃棄物の処理及び清掃に関する法律施
行
　　令第６条の11第２号に該当する者）への処理委託量、処理業者への再生利用委託量、認定熱回
収
　　施設設置者（廃棄物の処理及び清掃に関する法律第15条の３の３第１項の認定を受けた者）で
あ
　　る処理業者への焼却処理委託量及び認定熱回収施設設置者以外の熱回収を行っている処理業者
へ
　　の焼却処理委託量について、前年度実績、目標及び取組を記入すること。
　
　６　それぞれの欄に記入すべき事項の全てを記入することができないときは、当該欄に「別紙の
と
　　おり」と記入し、当該欄に記入すべき内容を記入した別紙を添付すること。また、産業廃棄物
の
　　種類が３以上あるときは、前年度実績及び目標の欄に「別紙のとおり」と記入し、当該欄に記
入
　　すべき内容を記入した別紙を添付すること。また、それぞれの欄に記入すべき事項がないとき
　　は、「―」を記入すること。

　７　※欄は記入しないこと。



1. 当該事業場において現に行っている事業に関する事項 
（１）釜石公共下水道整備計画 

 全体計画: 
(計画目標年次:令和 21 年度) 

事業計画 
(計画目標年次:令和 9 年度) 

面  積 

(ｈａ) 
897.08 

大 平  897.08 

上平田      0 
819.08 

大  平   819.08 

上平田        0 

人  口 

(人) 
16,300 

大 平  16,300 

上平田      0 
20,200 

大 平  20,200 

上平田      0 

流 入 水 量 

(㎥／日最大) 

大 平    11,100 

上平田        0 

大 平       12,800 

上平田           0 

   備  考 

・大平下水処理場            ・上平田下水処理場 

      水処理方式：標準活性汚泥法       水処理方式：標準活性汚泥法 

     供用開始日：昭和 53 年 12 月 1 日    供用開始日：昭和 55 年 4 月 1 日 
       

（２）下水整備状況 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
（４）年間処理水量(令和７年度実績) 

    大平下水処理場ンター   4,208,434 ㎥／年 

    上平田下水処理場        98,778.7 ㎥／年 
 

（５）処理フローシート 

    図１～３参照 

 
（６）処理場配置図 

      図４､５参照 

（７）廃棄物処理フローシート 

図６参照 

 下水整備状況(令和７年度) 

面   積 

(ｈａ) 
646.12 

大 平   617.95 

上平田    28.17 

人   口 

(人) 
18,927 

大 平     17,191 

上平田     1,736 

水洗化人口 

(人) 15,165 
大 平     13,898 

上平田     1,267 

水 洗 化 率 

(％) 
76.9 

大 平       80.8 

上平田      73.0 

流 入 水 量 

(日平均：㎥／日) 

 大 平     11,530 

 上平田       270.6 

別紙１ 産業廃棄物処理計画書 



 

 

 

 

 

消化槽 

 

 

 

 

 

 

 

図 1  大平下水処理場水処理フローシート【№１】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2  上平田下水処理場水処理フローシート 【№２】 
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発生した汚泥は大平下水処理場へ輸送後処理 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

        

                  

  

 

 

図３ 汚泥処理フローチャート 【№３】 

 

 

 

図４ 大平下水処理場平面図 
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図５ 上平田下水処理場平面図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

図６ 廃棄物処理フローシート（令和６年度） 
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中 妻 汚 水 

中継ポンプ場 

上平田下水 

処 理 場 

 

汚泥処理工程 

沈砂・し渣 

汚泥ケーキ 

〔フローシート№２〕 

〔フローシート№１〕 

〔フローシート№３〕 

廃棄物処理の流れ 

23／年 

1,324ｔ／年 

汐 立 汚 水 

中継ポンプ場 

嬉 石 汚 水 

中継ポンプ場 

いわて県北クリーン 

岩手コンポスト㈱ 

大 平 下 水 

処 理 場 

〔フローシート№１〕 

委託処理部分の範囲 

先へ 
上平田川 



２．産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項 

(1) 責任者 

統括責任者  ：  大平下水処理センタ－所長 

所長  楢山 拓男 

廃棄物担当  ：  大平下水処理センタ－係 

佐野 弘和  藤井 比呂夢 

 

(2) 管理体制図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．廃棄物の処理に関する事項 
(排出の抑制、分別、再生利用に関する事項を含む) 

 

(1)  廃物処理の現状 

当該処理場から発生する産業廃棄物は令和 7 年度実績として、３ヶ

所の汚水中継ポンプ場及び大平･上平田下水処理場から発生するし

渣・沈砂等 24.09ｔ／年、排水処理工程から発生する有機性汚泥(脱水

ケーキ) 1,325.56ｔ／年である。 

これらの発生量の合計は 1349.65ｔ／年で、そのうち排水処理工程

から発生する有機性汚泥(脱水ケーキ)が最も多く全体の 98.2%を占め

ている。 

し渣・沈砂等の処理については、九戸村にある『いわて県北クリー

ン株式会社』へ処分を委託しており、焼却及び溶融処理を行っている。 

いわて県北クリーンのごみ処理施設は高温溶融炉もあるため、最終

的にはスラグ化し道路用路盤材として有効利用等されている。 

有機性汚泥については、肥料効果が高いことから岩手コンポスト㈱

に処分を委託し、有機入発酵肥料として有効利用を図っている。 

  

 

処理センタ－所長 

廃棄物担当（処理センタ－係） 維持管理委託会社(株式会社 テツゲン) 



 
産業廃棄物処理の内訳 (令和 7 年度実績) 

産業廃棄物の種類 発生量(ｔ/年) 処分先及び処分方法 

有機性汚泥(し渣、沈砂) 24.09 いわて県北クリーンで溶融処理 

有機性汚泥(脱水汚泥) 1,325.56 岩手コンポスト(株)でコンポスト化 

計 1,349.65  

 
 

産業廃棄物の種類別性状の説明 

産業廃棄物の種類 廃 棄 物 の 性 状 

有機性汚泥 

（し渣、沈砂） 

し渣 

ポンプ場のスクリーン及び除塵設備で除去される紙

質、ビニール質、木片、発泡スチロール等の狭雑物 

沈砂 

下水中に含有される砂分により処理施設の槽容量の

減少を予防するため､各ポンプ場に沈砂池が設置され

ており、そこから発生する汚泥 

有機性汚泥 

（脱水汚泥） 

水処理工程から発生する生汚泥や余剰汚泥に凝集剤

を添加し遠心脱水機で脱水したもの。含水率約 77％ 

 

産業廃棄物処理の課題 

溶融処理 

し渣・沈砂 

下水処理系統から発生する廃棄物のため、臭気があ

り処分先が限定されるが、現在の委託先では溶融処理

により砂状の成分も衛生的に処理ができており、特に

問題はない。 

中間処理 

有機性汚泥  

コンポスト化をする場合は低含水率が必要であり、

脱水機の運転管理及び薬品管理に配慮する必要があ

る。 
 



 (2) 目標の設定 

下水道は生活環境の改善、公共用水域の水質改善、浸水防除など、

その役割は非常に重要で国民が安全で快適に暮らすために必要不可欠

な基幹施設であり、そこから発生する下水汚泥は住民の日常生活から

発生する下水処理工程から恒常的に発生し続けるものであり、効率的

な処理、処分を実施することは重要な課題である。 

しかしながら、事業の進捗や人口動向等が予測できないことから、

将来的に発生する脱水汚泥量の推移予想が出来ない状況である。 

このことから、近傍の処理状況や、今後の新技術の開発の動向を踏

まえ、安定的かつ減量化が可能な運営、処理方式の検討や、有効利用

の向上等を目指し計画的な事業の実施を進めてゆく予定である。 

 

(3) 汚泥処理施設の設置状況 

汚泥の脱水施設は遠心脱水機 4 台（6 ㎥/h×2 台、5 ㎥/h×2 台）が

設置されている。 

汚泥処理状況については、高分子凝集剤と無機凝集剤とを用いた２

液調質脱水法により平均含水率 75～79％前後で安定的に処理出来て

る。令和７年度平均含水率は 77.9%である。 

 

 

(4) 中長期的課題 

・市全体の人口減少に伴い、下水道使用人口は減少傾向が続くと見込

まれる。 

・処理場の汚泥減量化等について、運転操作技術面で継続的な検討を

行う。 

・外部への処理委託量を最小限に抑えるため、更新にあたっては高率

型の減量化設備の導入を配慮する必要がある。 



0.00 0.00

0.00 0.00

1,349.65 0.00

1,300.00 0.00

1,349.65

1,300.00

前年度実績値
今年度目標値

14,335.40 1,325.56 0.00

13,370.00 1,270.00 0.00

0.00

0.00

0.00 13,009.84

0.00 12,100.00

1,349.65

1,300.00

0.00

0.00

24.09

30.00

（産業廃棄物の種類：　全体　　）

自ら直接
再生利用する量

自ら中間処理した後
再生利用する量

不要物等発生量

有償物量

② ｔ ⑧ ｔ

項目
自ら中間処理
する量

自ら中間処理した
後の残さ

排出量
自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分する量

① ｔ ③ ｔ

ｔ ⑥④

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

⑫ ｔ
自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は
海洋投入処分する量

ｔ ⑨ ｔ
1,300.00

②+⑧自ら再生利用を行った量
0.00

ｔ
0.00

①排出量
1,349.65

ｔ

⑤自ら熱回収を行った量
0.00

ｔ
⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量0.00

⑦自ら中間処理により減量した量
13,009.84

ｔ ⑬ ｔ
12,100.00

直接及び自ら
中間処理した後の
委託処理量

0.00

0.00
ｔ

④のうち熱回収
を行う量

自ら中間処理によ
り減量した量

1,349.65
ｔ ⑤ ｔ ⑦ ｔ

⑪ ｔ

⑬熱回収認定業者への処理委託量
0.00

ｔ
0.00

0.00

⑭熱回収認定業者以外の熱回収を
行う業者への処理委託量

0.00
ｔ

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

③+⑨自ら埋立処分又は海洋投入処
分を行った量

⑭ ｔ
1,300.00

⑩全処理委託量

⑫再生利用業者への処理委託量
1,349.65

ｔ

1,300.00 ⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量

⑪優良認定処理業者への処理委託量
24.09

ｔ ⑩ ｔ
30.00

数値は、

上段：前年度実績値

下段：今年度目標値

排出した産業廃棄物の合計量を記載してください。



0.00 0.00

0.00 0.00

1,325.56 0.00

1,270.00 0.00

1,325.56

1,270.00

前年度実績値
今年度目標値

14,335.40 1,325.56 0.00

13,370.00 1,270.00 0.00

0.00

0.00

0.00 13,009.84

0.00 12,100.00

1,325.56

1,270.00

0.00

0.00

0.00

0.00

（産業廃棄物の種類：　 汚泥 )

有償物量

⑧ ｔ

項目
自ら中間処理
する量

自ら中間処理した
後の残さ

排出量
自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分する量

① ｔ ③

不要物等発生量

自ら直接
再生利用する量

自ら中間処理した後
再生利用する量

② ｔ

ｔ

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

⑫ ｔ
自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は
海洋投入処分する量

ｔ ｔ

⑬ ｔ

1,270.00

②+⑧自ら再生利用を行った量
0.00

ｔ
0.00

①排出量
1,325.56

ｔ ④ ｔ ⑥ ⑨

⑤自ら熱回収を行った量
0.00

ｔ
⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量0.00

⑦ ｔ
1,270.00

12,100.00

③+⑨自ら埋立処分又は海洋投入処
分を行った量

0.00
ｔ

④のうち熱回収
を行う量

自ら中間処理によ
り減量した量

⑦自ら中間処理により減量した量
13,009.84

ｔ

ｔ
1,270.00

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量

⑪優良認定処理業者への処理委託量
0.00

ｔ ⑩ ｔ
0.00

直接及び自ら
中間処理した後の
委託処理量

0.00

⑩全処理委託量
1,325.56

ｔ ⑤ ｔ

脱水汚泥

⑪ ｔ

⑬熱回収認定業者への処理委託量
0.00

ｔ
0.00 ⑩のうち優良認定

処理業者への
処理委託量

⑭熱回収認定業者以外の熱回収を
行う業者への処理委託量

0.00
ｔ

0.00

⑫再生利用業者への処理委託量
1,325.56

ｔ ⑭

数値は、

上段：前年度実績

値

排出した産業廃棄物の種類別のシートを作成してください。

２種類以上となる場合は、シートをコピーしてお使いくださ



0.00 0.00

0.00 0.00

24.09 0.00

30.00 0.00

24.09

30.00

前年度実績値
今年度目標値

0.00 0.00 0.00

0.00 0.00 0.00

0.00

0.00

0.00 0.00

0.00 0.00

24.09

30.00

0.00

0.00

24.09

30.00

（産業廃棄物の種類：　 汚泥 )

有償物量

項目
自ら中間処理
する量

自ら中間処理した
後の残さ

⑧ ｔ

排出量
自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分する量

① ｔ ③ ｔ

不要物等発生量

自ら直接
再生利用する量

自ら中間処理した後
再生利用する量

② ｔ

④ ｔ ⑥

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

⑫ ｔ
自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は
海洋投入処分する量

30.00

②+⑧自ら再生利用を行った量
0.00

ｔ
0.00

①排出量
24.09

ｔ

⑬ ｔ

ｔ ⑨ ｔ

⑤自ら熱回収を行った量
0.00

ｔ
⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量0.00

⑦ ｔ
30.00

0.00

③+⑨自ら埋立処分又は海洋投入処
分を行った量

0.00
ｔ

④のうち熱回収
を行う量

自ら中間処理によ
り減量した量

⑦自ら中間処理により減量した量
0.00

ｔ

ｔ
30.00

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量

⑪優良認定処理業者への処理委託量
24.09

ｔ ⑩ ｔ
30.00

直接及び自ら
中間処理した後の
委託処理量

0.00

⑩全処理委託量
24.09

ｔ ⑤ ｔ

⑪ ｔ

し渣・沈砂

⑬熱回収認定業者への処理委託量
0.00

ｔ
0.00 ⑩のうち優良認定

処理業者への
処理委託量

⑭熱回収認定業者以外の熱回収を
行う業者への処理委託量

0.00
ｔ

0.00

⑫再生利用業者への処理委託量
24.09

ｔ ⑭

数値は、

上段：前年度実績

値

排出した産業廃棄物の種類別のシートを作成してください。

２種類以上となる場合は、シートをコピーしてお使いくださ


